
網
地
島
の
港
内
で
育
成
さ
れ
て
い

る
「
ア
ラ
メ
」
。
定
期
的
に
船
に

引
き
揚
げ
て
、
育
成
状
況
を
確
認

す
る
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た
も
網
で
海
底
の
ウ
ニ
を
す
く
い
取

る
漁
業
者
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磯焼け対策漁師一丸
海藻でＣ 減収益化模索

ウ
ニ
の
食
害
や
海
洋
環
境
の
変

化
に
よ
っ
て
海
藻
が
消
え
る
「
磯

焼
け
」
が
深
刻
化
し
て
い
る
宮
城

県
沿
岸
部
で
、
磯
焼
け
防
止
と
「
藻

場
」
再
生
を
目
指
す
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
。

石
巻
市
の
離
島
・
網
地
島
で

は
、
地
元
漁
業
者
ら
が
「
網
地
島

振
興
協
議
会
磯
焼
け
対
策
部
会
」

を
結
成
し
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

長
渡
浜
、
網
地
浜
の
２
カ
所
で
ウ

ニ
駆
除
に
取
り
組
む
。
増
え
過
ぎ

た
ウ
ニ
が
海
藻
を
食
べ
尽
く
す
こ

と
で
ウ
ニ
自
体
の
身
入
り
が
減
っ

て
商
品
価
値
が
下
が
る
被
害
が
出

て
い
る
ほ
か
、
同
じ
く
海
藻
を
餌

と
す
る
ア
ワ
ビ
が
不
漁
と
な
る
な

ど
磯
焼
け
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
漁
業
者
た
ち
は
６
〜

月
、
刺
し
網
漁
な
ど
本
来
の
作
業

の
合
間
を
見
つ
け
て
は
海
に
出

て
、
海
底
の
ウ
ニ
を
網
で
す
く
う

作
業
を
地
道
に
続
け
て
き
た
。

年
度
は
ウ
ニ
約

万
個
、

㌧
（
潜
水
士
に
よ
る
作
業
分
含
む
）

を
駆
除
。
対
策
部
会
の
調
査
で
は
、

網
地
浜
の
藻
場
面
積
は
、

年
度

比
で
１
・
８
倍
に
ま
で
回
復
し

た
。
作
業
に
当
た
っ
た
漁
師
の
一

人
は
「
目
に
見
え
て
海
藻
が
増
え

て
い
る
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

年
度
に
は
若
手
漁
業
者
を
中

心
に
、
海
藻
「
ア
ラ
メ
」
の
中
間

育
成
と
磯
へ
の
定
着
試
験
も
ス
タ

ー
ト
。
「
駆
除
」
か
ら
「
再
生
」

へ
一
歩
踏
み
込
ん
だ
。
陸
上
で
一

定
程
度
ま
で
育
て
た
ア
ラ
メ
を
港

内
に
沈
め
て
育
成
し
、
島
全
体
に

広
げ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
、

海
藻
に
よ
っ
て
炭
素
を
吸
収
・
固

定
す
る
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
事

業
の
側
面
も
あ
る
。将
来
的
に
は
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

）
排
出
量
を

売
買
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
市
場
」
を
通
じ
た
収
益
化
も

視
野
に
入
れ
る
。

県
は
国
や
関
係
市
町
と
共
に
漁

業
者
ら
の
漁
場
再
生
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
お
り

現
在

県
内
の

組
織
が
支
援
を
受
け
活
動
す

る

網
地
島
は

幅
広
い
世
代
の
漁

業
者
が
結
束
し
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
る
事
例
の
一
つ
だ
。

県
漁
業
協
同
組
合
網
地
島
支
所

運
営
委
員
会
委
員
長
で
、
代
々
島

で
漁
業
を
営
ん
で
き
た
阿
部
教
郎

さ
ん
は
「
先
祖
代
々
の
漁
場
を
次

世
代
に
渡
し
た
い
と
い
う
思
い

に
、
（
ア
ラ
メ
育
成
活
動
な
ど
）

若
い
世
代
が
応
え
て
く
れ
た
」
と

力
を
込
め
る
。
若
手
漁
業
者
を
中

心
と
し
た
組
織
「
興
風
会
」
も
結

成
さ
れ
、
補
助
事
業
終
了
後
に
も

藻
場
再
生
の
活
動
を
継
続
す
る
枠

組
み
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
県
担
当

者
は
「
漁
場
・
漁
業
再
生
と
Ｃ

削
減
が
リ
ン
ク
す
る
先
進
事
例
と

し
て
、
県
内
外
に
発
信
し
た
い
」

と
話
す
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
水
産
業
基

盤
整
備
課
０
２
２
（
２
１
１
）
２

９
４
４
。

県産材で子育て支援
購入・リース費一部助成

授
乳
室
に
は
、
独
自
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
授

乳
パ
ッ
ド
な
ど
も
置
か
れ
て
い
る
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ベ
ビ
ー
カ
ー
に
子
ど
も
を
乗
せ
た
ま

ま
入
れ
る
広
さ
が
あ
る
「
置
き
型
授

乳
室
」
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自
動
車
販
売
店
「
宮
城
ト
ヨ
タ

自
動
車
Ｍ
Ｔ
Ｇ
日
の
出
町
」
（
仙

台
市
宮
城
野
区
）
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
明
る
い
店
内
を
奥
へ
進
ん
で
い

く
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
一
角
に
、

広
め
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な

木
製
の
「
箱
」
が
置
か
れ
て
い
る
。

幅
、
奥
行
き
１
３
８
㌢
、
高
さ

２
１
１
㌢
。
宮
城
県
産
材
を
使
っ

た
「
置
き
型
授
乳
室
」
だ
。

全
国
的
に
出
生
率
が
落
ち
込
む

中
、
県
は
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
子
育
て
世
帯
が
出
か

け
や
す
い
よ
う
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
進
め
る
「
み
や
ぎ
・
ど
こ
で

も
授
乳
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
、
授
乳
室
を
県
内
６
カ

所
に
モ
デ
ル
設
置
し
て
い
る
。

こ
の

置
き
型
授
乳
室

に
は
小

型
と
、
一
回
り
広
い
円
柱
型
が
あ

る

ど
ち
ら
も

工
事
不
要

「
内

側
か
ら
施
錠
可
能
」
が
特
長
だ
。

昨
年

月
に
設
置
し
た
Ｍ
Ｔ
Ｇ

日
の
出
町
は
、
授
乳
室
の
近
く
に

ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
け
る

な
ど
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
加
え

て
い
る
。

三
浦
加
代
店
長
は
「
お
客
さ
ま

か
ら
『
待
ち
時
間
に
利
用
で
き
て

い
い
』
と
い
う
う
れ
し
い
声
を
頂

い
て
い
る
。
車
は
子
育
て
に
密
接

に
関
わ
る
の
で
、
そ
の
世
代
へ
の

『
共
感
』
の
思
い
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
」
と
前
向
き
だ
。

「
置
き
型
授
乳
室
」
に
県
産
材

を
使
う
と
、
木
材
の
香
り
や
温
か

さ
以
外
に
も
大
き
な
長
所
が
あ

る
。
木
材
を
使
う
こ
と
で
Ｃ

の

固
定
が
図
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
る
。

県
は
さ
ら
に「
置
き
型
授
乳
室
」

を
増
や
そ
う
と
、
本
年
度
か
ら
施

設
利
用
者
や
従
業
員
向
け
に
購
入

ま
た
は
リ
ー
ス
を
検
討
す
る
事
業

者
な
ど
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
お
り
、
導
入
コ
ス
ト
を

安
価
に
抑
え
ら
れ
る
。

補
助
を
受
け
る
に
は
、
本
年
度

中
に
県
内
に
設
置
す
る
こ
と
が
条

件
だ
。
県
産
材
を
一
定
以
上
使
用

し
た
授
乳
室
を
導
入
す
る
場
合
に

は
、
み
や
ぎ
環
境
税
に
よ
り
補
助

額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。

本
年
度
の
県
内
設
置
目
標
は
１

０
０
基
。
県
担
当
者
は
「
『
置
き

型
授
乳
室
』
の
普
及
を
図
り
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
だ
け

で
な
く
、
県
産
材
の
利
用
拡
大
も

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
子
育
て
社

会
推
進
課
０
２
２
（
２
１
１
）
２

５
２
８
。

社屋 エネ消費 ゼロ
地中熱・県産材を有効活用

Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
目
指
し
て
建
設
さ
れ
た
東

北
ボ
ー
リ
ン
グ
の
新
社
屋
。
「
県
産

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
ま
し
た
」
と

熊
谷
社
長
‖
仙
台
市
若
林
区
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２
階
事
務
室
は
で
き
る
限
り
無
柱

と
し
、
見
通
し
を
よ
く
す
る
た
め

格
子
耐
力
壁
を
採
用
し
た
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仙
台
市
若
林
区
の
仙
台
東
部
道

路
仙
台
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近

く
、
新
た
に
造
成
さ
れ
た
仙
台
工

業
団
地
に
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

木
造
２
階
の
社
屋
が
立
つ
。
延
べ

床
面
積
は
９
６
４
平
方
㍍
。
正
面

２
階
部
分
の
広
々
と
し
た
ペ
ア
ガ

ラ
ス
の
窓
は
、
周
囲
の
緑
を
映
し

込
む
。
温
泉
掘
削
や
地
盤
調
査
を

手
が
け
る
東
北
ボ
ー
リ
ン
グ
は
４

月
、
こ
の
新
社
屋
で
業
務
を
開
始

し
た
。

「
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』
（
ゼ

ブ
‖
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
ビ
ル
）
の
実
現
を
目
指
し
て

建
設
し
ま
し
た
」
と
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
同
社
の
熊
谷
茂
一
社
長
。

地
下

〜
１
０
０
㍍
に
熱
交
換

器
計

本
を
設
置
し
て
地
中
熱
を

利
用
。
地
下
水
熱
も
活
用
し
て
社

屋
の
冷
暖
房
に
使
用
す
る
。

屋
上
設
置
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

で
発
電
し
た
電
気
は
、
蓄
電
池
に

蓄
え
る
。
緊
急
時
は
電
気
自
動
車

か
ら
建
物
に
電
気
を
送
る
仕
組
み

も
導
入
。
災
害
時
も
電
力
供
給
を

継
続
し
、
地
域
の
防
災
拠
点
の
役

割
も
果
た
す
。

Ｃ

を
固
定
す
る
た
め
、
県
産

材
を
積
極
的
に
用
い
た
。
２
階
の

床
と
屋
根
部
分
の
直
交
集
成
板

（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
と
、
そ
の
他
構
造
材

や
窓
サ
ッ
シ
に
は
、
社
員
が
伐
採

・
製
材
に
関
わ
っ
た
石
巻
市
産
の

杉
材
を
使
用
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
県

が
需
要
の
創
出
を
目
指
す
建
材

だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
軽
く
、

断
熱
性
能
も
高
い
。
県
内
に
３
カ

所
あ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
施
設
の
う
ち
、
初

の
木
造
施
設
と
な
っ
た
。

「
社
屋
に
用
い
た
木
材
量
は
約

１
５
０
立
方
㍍
で
、
Ｃ

の
固
定

量
は

㌧
に
上
る
。
ほ
か
に
も
応

接
セ
ッ
ト
や
机
、
棚
も
県
産
の
木

材
製
を
採
用
し
た
」と
熊
谷
社
長
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
空

間
に
仕
上
げ
た
。

県
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に

よ
り
Ｃ

排
出
削
減
を
図
る
場
合

や
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
県
産
材
を
活

用
し
た
建
築
物
を
建
設
す
る
場

合
、
一
定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
工

事
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

を
導
入
し
て
い
る
。

県
担
当
者
は
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
先
導

性
、
モ
デ
ル
性
が
非
常
に
高
い
社

屋
だ
。
同
様
の
建
造
物
が
増
え
て

ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
環
境
政
策

課
（
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
関
連
）
０

２
２
（
２
１
１
）
２
６
６
４
、
林

業
振
興
課
（
木
材
関
連
）
０
２
２

（
２
１
１
）
２
９
１
２
。

宮城の豊かな環境を次世代に引き継いでいくた

め、県は2011年度に「みやぎ環境税」を導入しまし

た。50年度までに脱炭素社会を実現するため 家庭

や事業所における再エネ・省エネ設備の導入 や「森

林の保全および森林資源の利活用 、 自然・海洋環

境の保全」などに取り組む方々を支援しています。

みやぎ環境税を活用した事業の一部を紹介します。

(４)２０２３年(令和５年)８月６日(日曜日) (４)２０２３年(令和５年)８月６日(日曜日)


